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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公開番号】特開2016-135268(P2016-135268A)
【公開日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-045
【出願番号】特願2016-45899(P2016-45899)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月19日(2016.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　少なくとも該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を払出す
払出装置と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部を合わせた前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなるような第２
の傾斜部を有し、
　前記連絡樋の左右方向の寸法を、１個の入賞に対する賞球数の内最大の賞球数を左右方
向に並べられない寸法とし、
　一方、前記流入口の底辺の少なくとも一部とその直下の前記底面との間に、前記底面上
に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊
技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を形
成した
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００２】
　従来より、パチンコ機等の遊技機において、遊技媒体として例えば遊技球が打ち込まれ
る遊技領域内には、多数の障害釘が所定のゲージ配列をなして備えられている他、遊技領
域の適宜位置には、遊技媒体が受入れられることで所定数の遊技媒体を払出す入賞口が複
数備えられている。これら入賞口の中には、遊技媒体の受入れを契機として抽選を行う始
動口が備えられており、その始動口への遊技媒体の受入れによって抽選された抽選結果に
応じて、遊技者に有利な有利遊技状態を発生させるものも知られている。この従来の遊技
機は、遊技領域内へ打ち込むための遊技媒体や、入賞口等への入賞により払出された遊技
媒体を貯留する貯留皿が備えられており、この貯留皿内の遊技媒体が打込装置に供給され
て遊技領域内へ打ち込まれるようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　この種の遊技機では、遊技媒体が流入口を介して貯留皿内へ払出される際に、払出され
た遊技媒体が貯留皿に与える衝撃を可及的に小さくするために、貯留皿の底面と遊技媒体
の流入口の底辺との段差が可及的に小さくなる（貯留皿の底面と流入口の底辺とが略同じ
高さ）ように配置されている（例えば、特許文献１の図２を参照）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１１３９１８号公報
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかしながら、従来の遊技機では、貯留皿の底面と流入口の底辺とが略一致しているの
で、貯留皿内に遊技媒体が多く貯留されて流入口を塞いだ状態となり、その状態で遊技媒
体が払出されると、払出された遊技媒体が貯留皿内の遊技媒体を横から押すような形とな
る。これにより、貯留皿内の遊技媒体に横方向の力が作用して、遊技媒体同士が互いに押
し合った状態となり、遊技媒体の流動性が低下して貯留皿内で遊技媒体が詰ってしまい、
貯留皿内の遊技媒体が打込装置に供給されなくなってしまう問題があった。そのため、貯
留皿内で遊技媒体が詰ると、遊技者自身が手で詰りを解消させているので、遊技中はずっ
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と貯留皿内の遊技媒体に気を配らなければならず、煩わしく感じて遊技に対する興趣を低
下させてしまう虞があった。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、本発明は上記の実情に鑑み、貯留皿内の遊技媒体を気にすることなく遊技を継
続させて遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することが可能な遊技機の提供を
課題とするものである。

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　手段１：遊技機において、
　「遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　少なくとも該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を払出す
払出装置と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部を合わせた前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなるような第２
の傾斜部を有し、
　前記連絡樋の左右方向の寸法を、１個の入賞に対する賞球数の内最大の賞球数を左右方
向に並べられない寸法とし、
　一方、前記流入口の底辺の少なくとも一部とその直下の前記底面との間に、前記底面上
に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊
技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を形
成した」ものであることを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　このように、本発明によれば、貯留皿内の遊技媒体を気にすることなく遊技を継続させ
て遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することが可能な遊技機を提供すること
ができる。
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